
 

 

 

                   特別研修員 幼小連携 森美樹（小学校教諭） 

 

相手の立場を考え主体的に関わる児童の育成 

―出会いつながる、計画的・段階的な幼保小の連携を通して― 

 

３年生の｢総合的な学習の時間｣に幼保小連携を位置づける 

 

・安心して入学できるように、
学校の様子を知らせたい。 

・学校生活に役立てるように、 
園での様子を伝えたい。 

・友達が困っていても気付かなかった
り、何もできなかったりする。 

・周囲の人と協力しながら、自分で考え
て問題解決しようとする力が弱い。 

・新入学児童の様子を知り、 
受け入れ態勢を整えたい。 

・学校全体で幼保小連携の体制
を作りたい。 

児童の実態 

Jittai  

 

小学校の願い 

Jittai 

 

園の願い 

Jittai  

 

交
流
活
動
の
設
定 

 

 

 

 

 

①保育園の先生からの手紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①めあて振り返りシート作成 

 

 

 

 

 

③グループごとにＫＪ法で 

意見交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③分かりやすいルールの 

ゲーム設定  

 

 

 

 

 

②自分が年長児の頃を想起 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②事前練習やリハーサルで 

グループ交流の時間を確保 

学習課題の設定 「年長さんのためにできることを考えよう」 

交流 「年長さんを安心させるために、学校を紹介しよう」 

「優しくしっぽを 
付けてあげよう」 

 

「年長さんの顔を見ながら笑顔で話そう」 
 

「３年生らしく優しく教えよう」 
「自分から笑顔で声をかけよう」 

 
 

「登校が不安 
だったな」 

「園から一人で 
心配だったな」 

「喜んでく
れてよか
った」 

「安心して
入学して
きてね」 

早く教えてあげたいな。 
どうしたら喜んでくれるか考えよう！ 

 

成
果
と
課
題 

 

「年長さんが転ばな
いように、気を付
けて走ろう」 

手立て１ 
相手意識、目的意識、解決する 

意欲を持つための工夫 

 

手立て２ 
相手の立場を 

想像するための工夫 

 

手立て３ 
主体的、協同的に 

課題に取り組むための工夫 

 

「みんなの意
見が集まる
とすごい」 

「年長さんに
安心してほ
しいな」 

 

「手遊びで安心
させよう」 

「笑顔で優しく
話そう」 

 

次年度の 
連携への 

意欲の高まり 

 

 

３年生にお願いです。 
年長さんに学校のことを 
教えてください。 

保育園の先生より 

「年長さんは 
不安なんだな」 

「年長さんに 
教えてあげたい」 

 

交流 「保育園へ行こう」「学校へ招待しよう」 

「年長さん 
かわいかっ
たな」 

「 次 は も っ
と、自分か
ら声をかけ
よう」 

出
会
う
た
め
の
準
備 

 

保育園との 
事前打合せ 

一人一人が 

めあてと成果を 

自覚できた。 

 

相手がどうしたら 

喜んでくれるか想像し、 

自信を持って行動できた。 

 

一緒に楽しく遊べた。 

チームで協力できた。 

年長さんのお世話ができた。 

 

「分かっているか確かめな
がら話すといいな」 


